—— おとうさん。 今夜 こそ、 わたし 達 は 私達の 真実の 

こと を、 この 子供達に お話しいた しませう ね。 

I ああ、 それが 好い。 

これが おとうさんの 返事です。 

—— さうよ、 おかあさん。 もう 四 五 年 前からの お 約束 

です もの。 

—— 僕たちが 二十 位に なったら 話して あげる つて 仰 

つた ことがありました つけ。 

歳 も 二十と 十九の 一 つ 違 ひの むすこと、 むすめが 言 

ひました。 

—— まあ 無花果 をた くさん 喰べ てな、 お茶 もこう ばし 



お 互 ひ 同志ば かりが どんなに 人と 離れて 接近し 合って 

居る 場合で も、 それ を 得意がつ たりして 談し合 ふこと 

も 無い 様子でした。 否々、 しま ひに は 自分の 男の児が 

女と して 育って 居り、 自分の 女の 児が 男と して 育って 

お^" お 「 

居る こと さへ 追々 忘れて 仕舞った かの やうで ありまし 

た。 

しかし、 あらそ はれない もので、 そのうちに 男の児 

にな つて 居る 女の 児の 方に 女の しるしが 現 はれる やう 

になり ました。 母親 は、 今更の やうに あわてふためき、 

男の児の 母親の 方へ 相談にまで 行きました。 そして、 

自分 達が 合議のう へで めいくの 子供 を 男 は 女に、 女 



は 男に 育てて 居た こと を 子供達に 打ち明けました。 た 

だし、 それ を さう したと いふ 訳 == つまり 何故 その 母 

親 達が、 女 を 男に して 育て、 男 を 女に 仕立てて 居た か 

とい ふわけ を 母親 達 は 子供達に 別に 話し はしませんで 

した。 故意 か、 無雑 作に か、 そして 子供達 もまた うつ 

かり それ を 問 ひた だすで もな く …… 世に は それ 程で も 

無い こと を 執念く 探り 立てす る 人々 が あると 同時に、 

可成り 重大な 事で も 極 無雑 作に かた をつ ける あっさり 

した 人達が ある ものです。 この 親子 達 は 一 面から 見れ 

ば その後 者の 方に 属する 人達と も 云へ ませう が、 また 

一 つの 解釈から すれば、 親 は それ 程の 重大な 事 を 他人 



それ は ともかく、 長い 習慣と いふ もの は 妙な もので、 

そのば 

親が 子に 明した 事実 は、 ほんの 其 場の 親子の 間 だけの 

現実に 過ぎない ものであって、 その後 また 何の 不思議 

もな く 前からの 習慣で ある 女の 男 育ち、 男の 女 仕立て 

が 続きました。 当人 達で さへ それです もの、 世間が そ 

の 子供達 を どちらも ほんた うの 見かけ ど ほりの 男女 だ 

と 思 ふの は 無理 もありませんでした。 



I おとうさんが 女に なって いらし つた 時、 どんな 女 

で いらし つたで せう。 



も 時々 は 見える やうに なりました。 

—— はは あ、 それから あの S 家のお 姫様のお はなしに 

なる 段 どり ですな。 

おとうさんが 一 寸 なつかし さうな へう きんな 調子の 

横槍 を いれ ましたが 却ってお かあさんの 息つ ぎに それ 

がな りました。 

—— おとうさん はお 店 を 手伝 はなければ ならなかった 

ので 学校 は 十六 七の 歳で やめて おしま ひに なり まし 

たが、 やはり 本性 は 男で、 どうしても 建築学 を 研究 

こころざし なが 

する 志 でお 店 を 手伝 ひ 乍ら も 独学で 一 生 懸命 店 

裏で 本 を 読んだり 暇 を 見て は 方々 の 街の 有名な 建築 



を 見て 歩いたり していら しった。 でもよ くした もの 

で、 世間の 人達 はおとう さんの さう いった 独学の 建 

築 学 研究な んか 眼に 這 入らず、 おとうさん が 娘 姿 で 

お 店 を 手伝 ふ あでやかな 姿ば かりに 気 をと めて 評判 

をす る やうに なりました。 

•Is 家のお 嬢 さまが いらし つたと いふの はいつ でし 

たの。 

•I まあお 待ちな さいよ。 それ はおとう さんの あで や 

かな 娘 姿が お 店へ 出てから 半年 もた つた 頃、 ある 日 

そのお 方が おしのびで 侍女 二三 人 程 連れて 街へ 買物 

が てら 散歩に お出に なった のです よ。 その 時、 ふと 



お 店に おは ひりに なった のが 始まりで …… さあお 嬢 

さま は 何が お 気に いりで 店へ さう さいさい お出でに 

なるやう になった のでせ う。 それ は 小さい 非常に 感 

じの 好い、 まるで 月の かくれ 家の やうな お 店が お 気 

にいり にな リ 大変 匂 ひの 好い 炊き ものの 香 もお この 

みに 合った のか も 知れません が 結局 は その 店に 居る 

しとやかな 娘 姿のお とうさんが お好きだった からだ 

お つ しゃ 

と あとで 仰 つた さうな。 

I お 嬢 様 はおとう さんが 男で 娘に な つ て 居る こと を 

もちろん 知らな かったんで せうな。 

と 兄が ませた 口調で 聞きました。 



ええ、 もちろんです とも. そんな こと 少しも 御存 

じなくて おとうさん をお 好きに なった の だから、 そ 

れは 純粋な ご ひいき 様に おなりに なった わけなの だ 

よ。 

—— そのお 嬢 様 はお 美しかった の、 おかあさん。 

おかあさん は 少し 困った やうに 娘の 問 ひに 答へ まし 

た。 

—— お 美しかった とも、 ねえお とうさん。 お 美しい お 

嬢 様でした ともねえ。 

—— ああ、 美しい お 嬢 様でした。 

ほお な ぜ あか 

おとうさんの 頰は 何故か 少し 赫ら みました。 



■I まあ、 それ は ともかく、 おとうさん はたう とうお 

嬢 様に 好かれ 切って おしま ひに なり、 S 家へ 来て 欲 

しいと お 嬢 様から 懇望され なさった。 始めはお 嬢 様 

のお 相手な どして 折角の 建築学の 研究 を 止めな けれ 

ばなら な いのは 厭 だとお 思 ひに なった 相 だけれ ど、 

よくお 考へ なさる とその S 家と いふの は 都で も 名 だ 

た る 富豪 で、 本邸 は 云 ふに 及ばず 広 い 屋敷 内 に 実に 

珍ら しい 建築の 亭ゃ 別荘 をお 持ちに な つて いらつ し 

やる ことに 気付き、 とてもた だで はさう いふ 建築の 

内部な ど 拝見 出来ない、 当分お 嬢 様のお 相手が てら 

さう いふ 処の 見学 をな さるお つもりで 承知な さった _ 



ただし、 親 一人子 一人の 淋しい 母親 を 置いて 行く の 

だからお 風呂の 日 だけ は 実家へ 戻して 母親と 会 はせ 

く やしき 

て 呉れろ とい ふ 条件 も 直ぐ 近所のお 邸な ので 聞き 

と y けられた のさ。 やはり 自然と 他所で 風呂に など 

男の 女が は 入り 度くない 気 もちが おとうさんに 働い 

たんです ね。 それから 半年、 一 年と 月日が 流れお と 

うさん が 十八の 春に もな つた 頃、 おとうさんのお 気 

持ち はとても とても、 苦しい ものに なって 居ました 

o 

よど 

お母さん は 云 ひ 淀みました。 むすこと むすめ も 少し 

堅くな つてお とうさんと おかあさん を 見較べました。 



I つまりね。 まあ 少し 云 ひ |5 いが、 おとうさん がそ 

のお 嬢 様 を 大変お 慕 ひ 申す やうに おなりに な つてし 

まった。 お 嬢 様 はお 美しい 上に、 傍に 居れば 居る 程、 

お 利口で 優しくな つかしい 御 性質な ので それ は 無理 

もない ことでした らうよ しかし、 たと へお とう 

さんが 男 そのまま でお 慕 ひ 申した 処が 御身 分 も 違 ひ 

まして 女で あり 切って ゐる おとうさんが、 そんなと 

ころ をお 嬢 様に お知らせ 申せる わけの もので はなし、 

とかう して 苦しんで おいでの 処へ、 またも 一 つお と 

うさん に 苦しい 事情が 出て 来ました。 ほかで もない 

その S 家のお 嬢 様に お 兄 様が おいでになった。 お 歳 



は 二十 位。 そのお 方が いっか 娘 姿のお とうさん をす 

つか リ 女と 思って お 慕 ひになる やうに おなりな さ つ 

た。 しかも そのお 兄 様 は S 家の 大切な 一番 御子 息、 

し ま 

そして 御 病気になる 程 思 ひ 慕って お 仕舞 ひなされ た 

の だから 困る と 云っても 一 通りの 困り 方で は 無く、 

ある 

或 日、 お 嬢 様 を 通して そのお こころもち をお とうさ 

んに お打ち明け なさった。 おとうさん は 御 自分の 悲 

しい 恋に 引 くらべ、 到底 悲恋 であるべ きお 兄 様のお 

なが おっしゃ 

、七 を 思 ひくら ベ 乍ら 何にも 御存じな くそれ を 仰 る 

お 嬢 様の 御顔 をぢ つ と 見詰め て 涙 を 流さ れ たと 云 ふ 

ことです よ。 



—— で、 結局 どうな りました。 

もうさう した 人情 を 正当に 解し 得る 年齢の むすこと 

まじめ 

むすめで ありました。 正面 切って 真面目に 追及した の 

も 無理はありません。 

—— 結局お とうさん は S 家から お退きに なった …… お 

嬢 様と いふ 悲恋の 対象から 御 自分 を 退かせる 為と 御 

やしき 

子息の 悲恋の 対象で ある 自分 をお 邸 から 消す 為に 

ね …… 。 

—— そしてお とうさん は 直ぐお 家へ 帰られ ましたの。 

むすめの 聞き さうな 事です。 

—— いいえ。 この わたし == おかあさんの 処へ 来られ 



たの。 

II 今度 は、 わしが 話さう。 

とおとう さんが 二十 年来 むすこと むすめが 聞き なれ 

たおとう さんの 声で 云 ひました。 です が、 今まで 長い 

おかあさんのお はなしの 内で 娘 姿にば かり 想像して 居 

たおとう さんが 突然、 男の 声 を 出した ので、 ほんの 一 

瞬間で はあり ましたが、 むすめ も、 むすこ も 何 か、 あ 

こつぜん 

で やかな 変怪の 姿の なかから 忽然、 おとうさんが 男 姿 

で 抜け出し たやうな 不思議な 感じが いたしました。 

—— お前た ち、 その 頃、 おかあさんが、 どんな 男で ゐ 

たか 想像が つく か。 



I いいや、 とても、 それ は 難 かしい。 

むすこ は 全く、 このはな しの 中心に 身 を 入れ 切って 

其処から 途方 もな く開展 して 行き 相な 事件に 対する 好 

奇 心の 眼を瞠 つて 居る のでした。 

—— おかあさん は 美 青年だった ぞ。 だが、 まだ 恋愛 事 

件に なぞ 身 を 縛られて ゐ なかった。 と 云っても、 や 

ほか 

つばり 外の 事情で 身 を 縛られて ゐ たから、 厄介な 境 

遇だった ことに 変り は 無かった。 おかあさん は 気性 

が 女の 内気で あり 乍ら 乗馬 や、 ほかの 武芸に 実に 優 

れて 居た 〔# 「優れて 居た」 は 底本で は 「優れた 居た 匕 _ 

お前 達の 知る 通り 田舎で もお かあさんの 耕作 達者に 



は 村の 人達 も 息 を 引いて 居る のと 思 ひ 合せて 御覧、 

美しい 優しい 顔して 居る おかあさんの 今でも こんな 

に 立派な 体格 を ご覧。 
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はリ きれい 

おかあさんの 張の ある 綺麗な 笑 ひ 声 …… むすこ も、 

むすめ も、 勇ましい おかあさんの 男 姿に 引き 入られよ 

うとした 想像から また 引戻されました。 

—— 笑ったり して はいけ ない おかあさん …… かう いふ 

話 は 一 歩 それる と 飛で も 無い 不面目な ものになる。 

ま 、-。 

まじめ 

おかあさん も 真面目な 聴きて になり ました。 



•I お かあさんの 母親 はお とうさんの 母親より やま 気 

があって しっか リ者だ つた だけに 仕事 も 小さ い 乍ら 

機業 工場なん か 始めた。 大分 具合 ひは宜 かった が も 

ともと 資本 は ひとから 借りた。 貸した 人が あとでお 

かあさん を 義理で 縛った 爺さんよ。 と 云っても 爺 さ 

んは 決して 悪人で は 無い。 ただ 昔 武人だった 丈に 冒 

へき 

険 癖が あつたが 本性 はむしろ 善良だった 位 だ。 それ 

で 却って こちらから 義理 を迎 へて 縛られて しまった 

やうな わけ だ。 義理 も 強 ひられた の はま だ そこから 

逃げ 宜 いよ。 なんと 云った つて 迎 へた 義理 は 自分で 

造った 罠へ 自分で 罹った も 同じ だよ。 つま リ 罠の 仕 



組み を 知れば 知る 程、 知らない 仕組みに かゝ つた や 

う に 無茶 に 逃げ出す 力が 出ない からな。 ところで そ 

の i さんがお かあさんの 武者振りに は 他に は 類の 無 

い 裏に デリ ケ— トな処 が ある。 つまり 一 遍の 武辺で 

は 無い と 見て取つ たと でも 云 はう かな。 はは はは… 

… (しまった 今度 はわし が 笑った) でも 本性が 女 だ 

からな、 云 はばま あ、 その 方が 当り前の 事 だ。 デリ 

ケ— トな 裏の 方が 本当で、 表の 武威が むしろ 借り物 

なの だ。 しかし、 わしが あでやかな 娘 姿で あつたと 

同じ やうに おかあさん にしても、 どうせ 女と して 生 

れ 乍ら 男で 世間 を 押さねば ならぬ 様な 運命に 生れた 



可愛 ゆい 娘が あった。 その 娘 を ゆくゆく 貰 ふ 約束 を 

き く 

極めて 外戚の 婿に 定まって 呉れと いふの だった。 

I さう ありさうな 尤な 話です ね。 

■I さう か、 お前た ち もさう 思 ふか。 さう だと も 其処 

に その 話 を 断る 何の 理由 も 存在し ない 以上、 それ を 

よろこんで 承諾す るよ リぉ かあさん 親子のと る 道 は 

なかったら うぢ やない か。 しかも、 それ は どこまで 

も 表面のお かあさんに 適当な 条件であって 裏面の 女 

性 を 何し やう も 無い。 いくら 武術 を 好み 乗馬に 巧み 

だからと 云って、 国 全体 を震憾 させる やうな 荒 競技 

に …… それに また 達する やうな 猛練習な ど 第一 生理 



はず 

的 耐持カ も あり やう 害 は 無い。 おかあさん 親子 はは 

たと 返答に 行き詰ま つ たが、 爺さんの 頼みが ごう い 

ん でな くまた 恩 を 笠の 命令 的で もな くまる で 年寄り 

が 余生の 願望の 只 一 つの やうな 哀願 的な 態度で 頼み 

入る ので 先刻 云った やうに それ、 義理 を迎へ 入れる 

やうに して 却って こちらから はま つて 行って しま つ 

た。 絶体絶命の 承諾と いふ 境地に はんった 形に なつ 

て 居たん だな。 

—そこへ S 家から 逃げ出した おとうさんが 行き 合せ 

たんです ね。 

•I さう だ。 聴き 手のお 前 達が、 この 物語の 構成 者に 



なつち まった な。 有難い よ、 さう 熱心に 聴いて 呉れ 

れば、 はは …… (しまった また、 笑つ ちまった。) そ 

れ でと、 今まで 別に 自分 達の 運命 を 不思議に も 思つ 

て 居なかった 二人が、 始めて 因果 同志の かこち 合 ひ 

をした の だな。 一 たん 嘆き 始める と、 何もかも あべ 

こべな 二人の 運命に 気がついて、 果てし もな しに 悲 

しくな つた。 と 云って、 今 さら、 二人が 二人の 母親 

に 抗議 を 申込む 気に も なれず、 さう だ、 わし 達 は 逆 

な 運命 を 痛感す ると 同時に、 母親と 面と 向へば、 ど 

う も、 さう いふ 運命の つくり 主で ある 母親 を 責めさ 

うで、 却って 足が 母親の 方に 向かなかった。 気が 弱 



いと 云 はう か、 それよりも、 まあ、 優しい 気 だて だ 

つたと 云って 置かう、 わしが S 家から 逃げて おか あ 

さんの 処へ 向った の も、 自然、 親 を 責めさうな 機運 

を 意識して、 却って そこから 廻 逃した の だな。 そし 

て 親より 以外に 本当の 自分の 運命 を 知る もの は 自分 

ほ 力 

と 同じに 性 を 取 違へ てゐ るお かあさんよ リ 外にない 

どうも、 其のお かあさんの 処へ 行って 見る より ほか 

に 思案 も 無かった の だ。 



これから 先 は 作者が また 話す ことにし ませう。 おと 



うさん も 大分 語り 疲れた やうです から。 おとうさんと 

おかあさん はと ど 都から 姿 を かくす ことに 相談 を 極め 

ました。 二人とも 母親 を 残して 行く こと は 実に 悲しい 

ことで ありまし たが、 止む を 得ない 当面の 仕儀、 そし 

てこの まま、 不自然な 二人が 都に 苦しみ 乍ら うろた へ 

て 居る こと は、 却って 追々 人目に も 怪しまれる、 随っ 

て 母親 達 を 辛い 立場に 立た せる やうに ならう も はから 

れぬ。 で、 二人 は 母親 達に 極々 安心の 行く やう 言葉の 

順序 をつ くした 書き置き をした ため、 都 を あとに あて 

もな く 落ちて 行った のです。 むろんお とうさん とおか 

あさんが & みつく 田舎へ 着く 迄に はいく ばくかの 月日 



も 経、 その 間に 完全な 男女に 二人の 性 を 還元させる 

が いぼう 

外貌 姿態に 二人が 自分 達 自身 を、 変ら せて 居た の は 云 

ふまで もありません。 そして この 二人が、 いつごろ 

ど こ ちぎり 

何処で 夫婦の 約 を 云 ひ 交した か …… それ も 水の 低き 

に つ く 一 ^ とく 極めて 自然な 落着と し て 今 さらせん ぎ の 

必要 もありませんで せう。 二人が 都 を 出る 時 は、 別に 

二人の 間に 男女の 感情が 動いて ゐ たわけではなかった 

のです が。 

このたび そろ 

さて、 此度、 都へ と、 一家 揃っての 旅です が、 これ 

は 或 ひ は 一 家に とって 単なる 旅で は 無くなる かもしれ 

ません。 おとうさん もお かあさん も 再生の 喜びが 力と 



なって、 村で は 勤勉な 良民の 模範と なりお 金 ももう 

贅沢せ ずなら 都で も 暮らして 行ける 位 ゐな貯 へに なり 

ました。 子供達 もなる ベくなら 都で 仕込んで やり 度く 

思 ふので す。 もう 都へ 行って から 本当に その 気分に な 

り 切ったら 或 ひ は 田舎の 生活 を 切り上げて 都の 人達に 

なる かも 知れません。 しかし、 その まへ におとう さん 

とおか あさんに は 成す ベ き 或る 事が あります のです。 

ち き 

それ は 昔の 大方の 知己 を 見て 廻る ことです。 もちろん 

一 番先 きに S 家、 またお かあさん を 婿に しょうと した 

お爺さん (お爺さん は 多分 死んで 届る でせ うから 娘) 

の 家へ も 立 寄って 見る つもりです。 そして、 実は 斯 
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